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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第51期

第１四半期連結
累計期間

第52期
第１四半期連結

累計期間
第51期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　６月30日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　６月30日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 （百万円） 1,701 1,787 6,773

経常利益 （百万円） 164 127 449

四半期（当期）純利益 （百万円） 81 74 180

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 85 75 184

純資産額 （百万円） 5,020 5,156 5,130

総資産額 （百万円） 5,822 6,211 6,400

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 13.53 12.32 29.90

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 13.43 12.16 29.56

自己資本比率 （％） 85.6 82.4 79.6

　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や金融緩和により円安・株高傾向が続

き、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。

一方で、輸入原材料価格の上昇や消費税増税による駆け込み需要の反動も懸念され、依然として先行き不透明な

状況となっております。

当社グループが属する喫茶業界におきましては、消費税増税の影響は総じて限定的で堅調に推移いたしました

が、人手不足を背景とした人件費高騰や、出店立地の選択において、競合各社による競争も激化しており、依然と

して厳しい経営環境が続くものと思われます。

このような状況の中、当社グループは平成26年４月浅草新仲見世通り店及びBLENZCOFFEE田町三田口店を、５月

ミヤマ珈琲練馬春日町店を新規オープンいたしましたので、店舗数は115店舗（内１店舗はFC)となりました。

今後も、更にお客様に求められる価値観を提供し続けることが出来るよう、より高品質の商品やホスピタリティ

あふれるサービスの提供に努めてまいります。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,787百万円(前年同期比86百万円増)、営業利益は118百万円

(前年同期比34百万円減)、経常利益は127百万円(前年同期比37百万円減)、四半期純利益は74百万円(前年同期比６

百万円減)となりました。

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、6,211百万円となり前連結会計年度末に比べ188百万円の減少となりま

した。これは主に、有形固定資産が24百万円増加したものの、現金及び預金が225百万円減少したこと等によるも

のであります。

負債は1,055百万円となり前連結会計年度末に比べ215百万円の減少となりました。これは主に、未払法人税等が

99百万円、賞与引当金が54百万円、その他固定負債が35百万円減少したこと等によるものであります。

また、純資産は5,156百万円となり前連結会計年度末に比べ26百万円の増加となりました。これは主に、利益剰

余金が26百万円増加したこと等によるものであります。

以上の結果、自己資本比率は82.4％(前連結会計年度末は79.6％)となりました。

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成26年８月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,252,004 6,252,004

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数

100株

計 6,252,004 6,252,004 － －

 (注) 「提出日現在発行数」欄には、平成26年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月1日
　～

平成26年６月30日
－ 6,252,004 － 771,682 － 1,062,078

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 203,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,048,000 60,480 －

単元未満株式 普通株式 504 － －

発行済株式総数 6,252,004 － －

総株主の議決権 － 60,480 －

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、当社所有の自己株式４株が含まれております。

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％）

㈱銀座ルノアール
東京都中野区中央

4丁目60番3号
203,500 － 203,500 3.3

計 － 203,500 － 203,500 3.3

（注）当第１四半期会計期間末の自己株式数は、203,504株であります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,765,748 1,539,940

売掛金 34,667 19,610

有価証券 1,505 506

商品 26,394 31,282

貯蔵品 4,067 －

繰延税金資産 71,307 71,307

その他 161,398 179,040

流動資産合計 2,065,087 1,841,686

固定資産   

有形固定資産   

建物 3,316,386 3,388,498

減価償却累計額 △2,200,827 △2,243,780

建物（純額） 1,115,558 1,144,718

工具、器具及び備品 339,700 347,822

減価償却累計額 △301,597 △302,614

工具、器具及び備品（純額） 38,102 45,208

土地 518,173 518,173

リース資産 226,272 226,272

減価償却累計額 △3,771 △15,084

リース資産（純額） 222,500 211,187

その他 2,454 2,454

減価償却累計額 △899 △1,055

その他（純額） 1,554 1,398

有形固定資産合計 1,895,889 1,920,686

無形固定資産   

商標権 5,204 4,684

ソフトウエア 11,468 10,410

無形固定資産合計 16,673 15,095

投資その他の資産   

投資有価証券 161,989 160,641

長期貸付金 92,266 87,946

敷金及び保証金 1,924,644 1,934,483

繰延税金資産 113,758 112,860

その他 136,537 144,751

貸倒引当金 △6,212 △6,212

投資その他の資産合計 2,422,984 2,434,470

固定資産合計 4,335,547 4,370,252

資産合計 6,400,635 6,211,939
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 84,156 82,758

短期借入金 80,000 80,000

リース債務 51,476 47,517

未払法人税等 171,726 72,039

賞与引当金 80,740 26,050

株主優待引当金 19,905 15,800

その他 305,457 295,741

流動負債合計 793,462 619,906

固定負債   

リース債務 186,108 174,229

役員退職慰労引当金 97,525 100,665

退職給付に係る負債 113,659 116,477

その他 79,764 43,924

固定負債合計 477,058 435,296

負債合計 1,270,521 1,055,202

純資産の部   

株主資本   

資本金 771,682 771,682

資本剰余金 1,063,984 1,063,984

利益剰余金 3,324,830 3,350,944

自己株式 △86,249 △86,249

株主資本合計 5,074,247 5,100,361

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 19,801 20,748

その他の包括利益累計額合計 19,801 20,748

少数株主持分 36,064 35,627

純資産合計 5,130,113 5,156,736

負債純資産合計 6,400,635 6,211,939
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 1,701,119 1,787,836

売上原価 209,424 230,940

売上総利益 1,491,695 1,556,895

販売費及び一般管理費 1,338,368 1,438,092

営業利益 153,326 118,803

営業外収益   

受取利息 425 893

受取配当金 624 730

受取家賃 18,174 15,017

その他 3,462 3,892

営業外収益合計 22,686 20,533

営業外費用   

支払利息 240 137

不動産賃貸費用 9,189 6,760

投資有価証券評価損 － 2,690

その他 1,628 2,069

営業外費用合計 11,058 11,657

経常利益 164,955 127,679

特別利益   

受取補償金 － 13,064

特別利益合計 － 13,064

特別損失   

固定資産廃棄損 603 390

特別損失合計 603 390

税金等調整前四半期純利益 164,351 140,353

法人税等 82,541 66,288

少数株主損益調整前四半期純利益 81,809 74,064

少数株主利益又は少数株主損失（△） 358 △437

四半期純利益 81,450 74,501
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 81,809 74,064

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 3,887 946

その他の包括利益合計 3,887 946

四半期包括利益 85,696 75,011

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 85,337 75,448

少数株主に係る四半期包括利益 358 △437
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費
 

48,882千円
 

 
60,278千円

 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 48,115 8 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 48,388 8 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

当社グループは、喫茶等事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 13円53銭 12円32銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 81,450 74,501

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 81,450 74,501

普通株式の期中平均株式数（株） 6,018,786 6,048,500

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 13円43銭 12円16銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 45,484 80,313

（うち新株予約権） (45,484) (80,313)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

─────

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月14日

株式会社銀座ルノアール

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　　聡　　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北本　佳永子　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座ル

ノアールの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日か

ら平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座ルノアール及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保

管しております。

　　　　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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